
さ

と
う

か
つ

ひ
こ

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

佐

藤

勝

彦

専
攻
学
科
目

宇
宙
物
理
学

生

年

月

昭
和
二
〇
年
八
月

略

歴

昭
和
四
三
年

三
月

京
都
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

同

四
九
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

四
九
年

三
月

理
学
博
士

同

五
一
年
一
二
月

京
都
大
学
理
学
部
助
手

同

五
四
年

六
月

デ
ン
マ
ー
クN

O
R

D
IT

A

（
北
欧
理
論
物
理
学
研
究
所
）
客
員
教
授
（
昭
和
五
五
年
七
月
ま
で
）

同

五
七
年
一
二
月

東
京
大
学
理
学
部
助
教
授

平
成

二
年
一
〇
月

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
教
授

同

二
一
年

四
月

明
星
大
学
理
工
学
部
客
員
教
授

同

二
一
年

四
月

東
京
大
学
数
物
連
携
宇
宙
研
究
機
構
特
任
教
授
（
平
成
二
二
年
三
月
ま
で
）

同

二
一
年

六
月

東
京
大
学
名
誉
教
授

同

二
二
年

四
月

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
自
然
科
学
研
究
機
構
機
構
長
（
現
在
に
至
る
）

六



理
学
博
士
佐
藤
勝
彦
氏
の
「
加
速
的
宇
宙
膨
張

理
論
の
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

宇
宙
は
熱
い
火
の
玉
と
し
て
始
ま
り
、
そ
の
膨
張
・
冷
却
の
過
程
で
銀
河
や

星
が
生
ま
れ
た
と
す
る
ビ
ッ
グ
バ
ン
理
論
が
、
現
在
で
は
宇
宙
論
の
標
準
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
る
。
佐
藤
勝
彦
氏
は
一
九
八
一
年
、
誕
生
直
後
の
宇
宙
が
加
速

的
急
激
な
膨
張
を
起
こ
し
、
そ
の
急
膨
張
が
終
わ
る
と
き
宇
宙
は
熱
い
火
の
玉

と
な
る
と
い
う
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
と
通
称
さ
れ
て
い
る
理
論
を
、
世

界
に
先
駆
け
て
提
唱
し
て
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
理
論
の
基
礎
を
固
め
た
。
こ
の
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
名
前
は
、
佐
藤
氏
と
は
独
立
に
、
そ
の
半
年
後
に
論
文

を
投
稿
し
た
米
国
のA

.G
uth

に
よ
っ
て
、
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

佐
藤
氏
は
一
九
七
〇
年
後
半
か
ら
、
力
の
統
一
理
論
に
基
づ
い
て
宇
宙
の
研

究
を
進
め
て
い
た
が
、
こ
の
統
一
理
論
が
宇
宙
初
期
に
極
め
て
大
き
な
真
空
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
存
在
す
る
と
予
言
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
宇
宙
が
指
数
関

数
的
急
膨
張
を
起
こ
す
と
い
う
理
論
を
提
唱
し
た
。
ま
た
急
膨
張
終
了
時
に
、

真
空
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
相
転
移
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
、
熱
い
火
の
玉
と
な
る
こ

と
を
示
し
た
。

ま
た
佐
藤
氏
は
、
こ
の
加
速
膨
張
に
よ
り
、
物
理
的
な
因
果
関
係
を
持
つ
こ

と
の
で
き
る
領
域
（
宇
宙
の
地
平
線
内
の
領
域
）
が
引
き
伸
ば
さ
れ
て
、
同
様

に
指
数
関
数
的
に
拡
大
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
宇
宙
背
景
輻
射
の
等
方
性

に
根
拠
を
与
え
た
。

以
上
の
佐
藤
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
当
時
、
宇
宙
論
で
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
た
、
次
の
二
つ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
は
、
従
来
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
モ
デ
ル
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
、
超
銀
河
団

な
ど
の
宇
宙
の
巨
大
な
構
造
が
、
真
空
の
相
転
移
に
よ
る
密
度
揺
ら
ぎ
の
成
長

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
理
論
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
こ
の
密
度
揺
ら
ぎ
の
種
は
、
量
子
論
的
な
揺
ら

ぎ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま
た
、N

A
SA

の
宇
宙
背
景
放
射
観
測
衛
星

（C
O

B
E

衛
星
）
の
観
測
に
よ
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
の
予
言
と
一
致

す
る
密
度
揺
ら
ぎ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

第
二
は
、
従
来
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
モ
デ
ル
と
素
粒
子
論
の
統
一
理
論
と
の
間
の

深
刻
な
矛
盾
で
あ
っ
た
、
磁
気
単
極
子
の
問
題
を
解
決
し
た
こ
と
で
あ
る
。
統

一
理
論
に
よ
る
と
、
実
験
的
に
は
存
在
し
な
い
磁
気
単
極
子
が
、
宇
宙
の
初
期

に
は
大
量
に
生
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
で
の
急

激
な
宇
宙
膨
張
に
よ
り
そ
の
数
密
度
は
極
端
に
薄
め
ら
れ
る
の
で
、
観
測
と
の

矛
盾
は
消
失
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
佐
藤
氏
は
、
加
速
膨
張
に
よ
り
「
宇
宙
は
な
ぜ
火
の
玉
と
し
て

始
ま
っ
た
の
か
」
、
ま
た
宇
宙
に
は
「
な
ぜ
巨
大
な
構
造
が
生
ま
れ
た
の
か
」
な

三
〇



ど
、
従
来
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
モ
デ
ル
で
は
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
問
題

が
、
解
決
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
にG

uth

に
よ
っ
て
、
宇
宙
の
急
膨
張

の
効
果
で
宇
宙
の
曲
率
が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
き
平
坦
に
な
る
こ
と
や
、
佐

藤
氏
が
示
し
た
宇
宙
の
地
平
線
の
指
数
関
数
的
な
急
拡
大
に
よ
っ
て
、
宇
宙
が

大
局
的
に
は
一
様
に
な
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

ま
た
二
〇
〇
三
年
、C

O
B

E

衛
星
の
後
継
機
で
あ
るW

M
A

P

衛
星
は
、
他

の
宇
宙
論
的
観
測
の
結
果
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
理
論
の
予
言
ど
お
り
に
、
宇
宙
が
平
坦
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
よ

う
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
は
観
測
か
ら
も
、
強
く
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

佐
藤
氏
は
共
同
研
究
者
と
、
さ
ら
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
の
研
究
を
進

め
、
真
空
の
相
転
移
を
一
般
相
対
論
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宇
宙
か
ら

子
宇
宙
が
、
子
宇
宙
か
ら
孫
宇
宙
が
生
じ
る
と
い
う
よ
う
に
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
中
に
宇
宙
が
次
か
ら
次
へ
と
生
じ
る
可
能
性
を
示
し
た
。
こ
の
無
限
個
の

宇
宙
が
存
在
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
は
、m

ultiverse

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

佐
藤
氏
の
宇
宙
論
に
対
す
る
別
の
重
要
な
貢
献
は
、
素
粒
子
物
理
学
の
実
験

室
と
し
て
宇
宙
を
利
用
す
る
た
め
の
、
新
た
な
方
法
論
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ

る
。
佐
藤
氏
と
共
同
研
究
者
は
、
宇
宙
論
と
天
体
物
理
学
か
ら
相
互
作
用
が
き

わ
め
て
弱
い
素
粒
子
に
対
し
て
質
量
と
寿
命
に
制
限
を
課
す
方
法
を
開
発
し
、

タ
ウ
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
発
見
直
後
、
厳
し
い
制
限
が
宇
宙
論
と
恒
星
物
理
学
か

ら
タ
ウ
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
課
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
日
、
佐
藤
氏

の
方
法
は
、
新
理
論
に
よ
っ
て
予
測
さ
れ
る
仮
想
粒
子
の
質
量
や
寿
命
に
対
す

る
制
限
を
求
め
る
方
法
と
し
て
、
広
く
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
日
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
は
、
宇
宙
の
起
源
・
進
化

を
説
明
す
る
標
準
モ
デ
ル
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
佐
藤
氏
の
「
加
速

的
宇
宙
膨
張
理
論
」
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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